
慶應義塾大学病院 がんの親をもつ子どもサポートチーム（SKiP）主催

2023年11月12,19,26日 12月3日（日曜日）

10:00～11:30 （全4回）開催
親ががん患者の子どもが、親のがんにまつわる自分の感情
と向き合い、対処していくことを学ぶプログラムです！

お申し込み方法・
プログラム詳細は

裏面をご覧ください。
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お申し込み方法
10 ／27（金）１７：００まで QRコード、もしくはURLよりお申込み下さい。

URL：https://forms.gle/TyC96z7VxERaTsZe9

・申込者多数の場合は、募集期間前に締め切り、
次回開催をご案内させて頂く場合があります

・申込者には、開催決定次第、必要書類を郵送します。
・Web開催のため、郵送した個人情報保護等に関する説明文書を事前にお読み頂き、

同意書を別途期日までにご返送頂いた方へのみ、当日のURLとパスワードをお送りします。
＜お問い合わせ＞
慶應義塾大学病院 がん相談支援センター

TEL：03-5363-3285（直通）受付時間：月～金 9:00～17:00

プログラム詳細
《開催日時》2023年11月12,19,26, 12月3日（日）10:00～
11:30

《対象となる方》親が当院でがんの診断・治療を受けられており、
病名と治療をしていることの説明を受けている

6～12歳（小学生）のお子さん
※当院で治療を受けている方に限ります。
※上記年齢以外で参加をご希望の場合は応相談となります。

《内容》1回90分、全4回完結のプログラムです。
※4回全て参加いただけますようお願い申し上げます。
工作などのアクティビティを通して感情の理解や対処方法を学びます。

《方法》各ご家庭からZoomを使用してご参加いただきます。
パソコンやタブレットなど、Web環境の調整は各ご家庭にてお願い
致します。工作に必要な資材は、事前にご自宅に郵送いたしますが、
工作に使うマジックなどは、ご自宅でご用意ください。

《参加費》 無料
《募集人員》6名（定員になり次第、締め切ります）

※参加後はアンケートにお答えいただきますことをご了承ください。

★リーフレット、KOMPASにも私たちの活動をご紹介しています。どうぞご覧ください。
http://kompas.hosp.keio.ac.jp/contents/medical_info/presentation/201810-02.html

CLIMB® プログラムとは（Children’s living Lives Include Moments of Bravery）
親のがんを伝えられている子ども（小学生）たちが集まって、気持ちについて学び、一緒に絵を描いたり
、工作をしたり、話をしたりしながら、自分の状況や気持ちに向き合う力を高めます。
※当プログラムは、アメリカで広く用いられ、日本でも注目されているがんの親をもつ子どものためのグ
ループワークです。トレーニングを受けたファシリテーターが行います。
★開催期間中に、親のグループで悩んでいることを話し合ったり、お子さんの様子を共有したりする機会
を作ります。下記開催日時とは異なる日程を改めて調整いたします。

https://forms.gle/TyC96z7VxERaTsZe9
http://kompas.hosp.keio.ac.jp/contents/medical_info/presentation/201810-02.html
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